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静岡県下におけるいわゆる野犬の寄生虫需虫
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静岡県は円木住血吸虫病，肺吸虫病流行地として既に の問題が研究されている。すなわちそれによると，犬畑

知られていた。すなわち打木住血吸虫病は浮島沼を一帯 虫，犬鈎虫などが人体に迷入し，異所寄生して種々の重

として大正時代は濃厚な琵延地であり ，現在もなほ僅少 篤なる症状を起すζ とが知られている。それゆえに犬な

ではあるが宮入貝の存在が認められている。肺吸虫は狩 どの寄生虫の浸淫状況を調査しておくことは，また同時

野川沿岸の一帯，史に最近ては伊立半島の南端にもをめ に公衆衛生学上からも重要な問題である。

蔓延が知ら,n，それらは以前と比較しでも減少したとは 以上の諸観点に立って筆者ら厄， i弥岡県下の19ケ所の

考えられない。さらに肝吸虫病についてはその充牙な資 保健所て捕獲された野犬を対称に合計 192匹を解剖し，

料を見なし、。とれらの寄生虫は野犬にも共通に寄生して それらの寄生師虫を詳細に検索した。木報ては特に，我

いるゆえに，野犬を解剖してその寄生蛎虫を調査すると が固における野犬調査の研究歴をのべ，さらに本調査の

とは極めて有志義てあろうと考えられる。すなわちそれ 一般的な概観について報告する。

によって人畜に共通な寄生師虫のより正確な骨折iが判明

し，それに基づいて種々の予防対策の悩立も可能とな

る。

次に犬鈎虫，犬鞭虫およびある種の条虫などは，いづ

れも犬の個有寄生虫ではあるけれども，人体の鈎虫，鞭

虫，条虫などときわめて近似の種類てあるゆえに，それ

らの寄生虫の犬腸管内における寄生状態を解剖によって

直接検査し，それの結果を人体の場合に類推するととは

可能であり且つ有意義なことである。定に犬には犬糸状

虫，瓜実条虫，そのた多くの重要な寄生虫の存在が知ら

れており，獣医学的見地からもそれらの浸淫状態を適確

に地区毎にJf12:t31するととは必要である。

近年 Beaverら（1956）によって盛んに Larvamigrans 

JIRO ITO *, KYOZO WAT AN ABE*, MASATERU 

NOGUCHI**, HISASHI MOCHIZUKI ** & Tozo 

MAEKA WA  *** : An investigation of the helmi-

nth parasites of dogs in Shizuoka Prefecture. (1) 

General aspect （牢HygieneLaboratory, Faculty of 

Education, Shizuoka University ；料ShizuokaPre-

fectural Hygiene Research Laboratory; ***Depa・

rtment of Public Health, Shizuoka Prefectural 

0伍ce)

本邦における野犬寄生嬬虫の研究史概要

本邦において野犬の寄生焔虫を全般的に調査した報告

は十数篇を見るにすぎない。をれらのうち検便のみによ

った報告としては，武藤（1920），安藤 ・小堀 （1926),

能勢（Hl3D），山下 ・森（1953）などをあげるととが出来

る。安藤 ・小堀（1926）は岐阜県において36頭の飼育犬

を検便し，犬畑虫卵41%，犬鈎虫卵27%，瓜実条虫卵8

%，マ ンソン裂頭条虫卵11%，犬鞭虫卵及び横川吸虫卵

をそれぞれ 1例づ〉認めたほかに， 史に人姻虫卵4例

(11%）を報侍した。能勢（Hl39）は東京において 500

頭の犬の検便を行って，主として犬畑虫卵と犬鈎虫卵に

つき，虫卵の検出能力を検討した。山下 ・森（1953）は

北海道の畜犬 141頭を検便して合計31.2%に虫卵を発見

し，犬姻虫，犬鈎虫，犬鞭虫の寄生率と犬の年齢との関

係を報告している。

一方，犬の寄生虫を検便のみによって調査するととは

種々の都合上やむを得ないととではあるけれども，検使

成績と実際の寄生虫の有無とは可成り異なる結果をもた

らすととを豊田（1928）， 古川ら（1938〕が強く指摘し

た。すなわち豊田（1928）は京都，大阪，奈良の三府県
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昭和 33年 12月 (1958）〕

にまたがって 311頭の野犬をl立主主解剖jし，JP:に同時に検

便をも行って両方の成績を比1！安した。 11:!に同氏は検出

された種々の寄生虫の季節的関係を報告した。吉川 ら

(1936）ば神戸市の野犬 150頭を，砲に1938年には同地

区の野犬 300頭を，解剖と検便によって種々検索し，各

寄生虫の虫体数，犬年齢と の関係などを詳細に報告し

た。その後吉川ら（1940）は既報における犬寄生吸虫類

の楕名士訂正して，前回報告の Erhz"nochasmuspeだ向li-

atus, Clonorchz"s sz"nensz"s, .ziゐtagonimusyokogiαwai, Pl・

agiorchis murisの4種の他にさらに;j'frしく Echinocha-

smus；ゆonicus,Heteroρhyes nocens, H. continus, Met-

agonimus ovatus, M.初 tsurad，αえMonorchotremayoko-
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gαwai Pygidioρsis summusの 7種を追加した。

~c ら解剖によって野犬の寄生蛸虫を調査した~rm·に，

戸張 (1938），古賀（1952，小腸のみ〉，阿部ら（1952)T

徳毛（1954，小腸のみ〉，岡野に1957)などを見るc 戸張

(1938）は東京の犬 404頭、を解剖して詳細な検索をなし，

犬の年齢，季節との関係，寄生虫体数， 寄生部位，虫体

の性比などを比較検討し，更に犬姻虫の体長の計測をも

なした。古賀 (1952）は福岡市において 400頭の野犬の

小腸を検索し， 10種の寄生虫を認めて報告したが，その

中には狐中殖条虫，拡張条虫？の二種を新たに記鉛して

いる。 阿部・肯賀 (1952）は同年佐賀県の犬 365頭を剖

検して16種の寄生虫を認めて報告した。位｛毛（1951）は

Table 1. Comparison of infection rate dog of parasites reported by several authors in Japan 

Authors To Yoshika- Yoshika・
yota wa et al. wa et al. Tohari Koga 

Oka be Present 
et al Tokumo Okano authors 

Year 1928 1936 1938 1938 1925 1952 1954 1957 1958 
Locality Kinki Kobe Kobe Tokyo Fukuoka Saga Hiroshima Kyoto Shizuoka 
No. of Dogs 311 150 300 404 400* 365 ’260* 255 192 

To知ea1γα cα悦~i's 42.4 19.3** 24.7 55.9 16.3 27.4 24.7** 15.3 6.8 
Ancywstoma c,αηz'num 71.4 64.8 78.9 63.3 77.3 47.7 47.3 52.9 84.9 
Tγichzιγis匂ulpis 20.3 51.3 55.1 15.7 31. 7 
Dz：γvfilaγza immitis 2.9 29.3 21.4 11.5 27.8 36.4 
Gnathostoma sρinz注~erum 0.6 
SJうirocercasanguinolenta 0.8 1.6 

Acanthocepha!a sp. 0.3 

Schistosori陥 j吟 onzcu1制 2.7 
Clo noγchis sz：れensis 6.2 0.3 0.7 6.3 
Paragonimus westermanii 1.6 5.2 
Met，αgonimus yokogiα~wai 8.4 14.5 53. 7*** 11. 9 0.4 23.3*** 
Echinostoma cziγzetaγchis 1.1 
Echz'nochasmus Jうerfoliatus 0.3 0.3 
Plagi'oγchi's muns 5.7 0.6 
Pygzd.ぬ）psissw明明.us 1.0 2.2 10.8 
Heteroρhyes spp. 8.4 3.7 1.5 1.6 

Pseudoheterophy(::,,j~ずt)nuα 1.9 0.5 

Dipylidz初ncaninum 64.0 82.8 74.6 37.4 65.8 10.1 52.0 34.5 45.7 
Dzphyllobothγium W協γisoni 5.8 1.3 0.3 0.5 4.5 12.5 1.9 1.2 3.6 
Tα：enziαtα：enz；αeformis 18.8 6.8 
Taenz；αPiszfoγmi's 1.0 2.0 4.7 0.5 
Taentiα均dα：tzgenα 0.3 1.5 0.8 
Mesocestoides spp, 0.5 (M. lzneatus) 0.5 

Mo：旬以zae功側sa?
(M. litteratus) 

0.3 

Total percentage 98.4 96.7 99.7 95.5 91.8 85.0 77.1 100.0 

Foot note・ 木 examinationof only dog intestine 

** Toxacaris leonzna is contained 

*** Metα：gonzmus takahashiz" is contained 
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県地）］の野犬 260頭の腸管を検索して 7 種の寄生虫をさI~

告し，それらと犬午齢との関係，虫体数とその性比など

を検討した。近年間野 (1957)は京都市の野犬 255頭ごと

解剖してlO種類の寄生虫を認{j)，特に犬鈎虫の体長と寄

生部位の関係を詳細に検討して報告した。 以上解剖によ

る8氏の成績の侃要と，筆者らの今回の結J↓とをあわせて

第1表に一覧表をか〉げた。

以上にのべた報告例は犬の寄生虫の総括的考察のみを

あげたものであるが，特定の口的をもって或種の寄生虫

を検索した報告例は甚だ多い。 即ち犬糸状虫の調査，肺

吸虫の調査，住血吸虫，顎口虫，マンソン裂頭条虫など

の如く多方面にわたるのであるが，それらについては紙

直の都合上此処ではのべない。

調査方法

県下の19ケ所の保健所から各々10頭内外の捕獲された

野犬を衛生研究所にはこび，翌日市殺し， をれらの年

齢，性別， 品種，産地，栄養状態などを記録した。電殺

したのち，最初にIU[lう部から糞を圧出して検便の周に供

した。をの後た立ちに解剖に附し，内臓諸器官を検索し

て寄生虫の有無を調査した。すなわちII因11侯，食道，胃は

反転して特に顎口虫に注なし，気管，肺は細切して肺吸

虫に注志し，心臓及び近接血管は充牙切開して犬糸状虫

に注ぷし，史に胆嚢，肝臓は細切して肝吸虫の発見につ

とめた。また腸間膜血管を精査して日本住血吸虫の有無

を確め，最後に十二指腸，空腸，廻腸，大盲腸の 4部分

に好けられた部位の腸内寄生虫を検した。腸内の検査に

際しては，大型尿コップの中に水辺水を若干入れ，その

中に各部位毎に牙けられた腸管を入れて縦に切り聞き，

軽くす〉いてからその腸管をとりだして皮着虫体を検宣

した。一方，尿コップ内の水は27.Jなどの爽雑物を除去し

たの：；数回洗糠し，鴻過し，その憾液については微小吸

虫類を，をの残j査については大型の踊虫煩を検した。

糞；便の虫卵検査で、は AMSIII法を用い，18×24mm

の被蓋硝子一枚の検査によった。

調査成績概要

第1図に l静岡県下HJケ所の保健所の所在位置を示し

た。 HJ56｛ド 7月から1957イド7月にわたり，各保健所から

10頭内外の野犬を集めて総汁 192頭を剖検した結果，寄

生嬬虫の総合寄生率は 100%に達し，陰性の犬は遂に認

められなかった。その内訳は線虫類5種，吸虫類4種，
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第 1図静岡県略図

条虫類5種て，合計 14種類に及んだ（第1iミ参照〉。最

も多いのは犬鈎虫てをの寄生率84.9%を示し，つ三いて

瓜実条虫45.7%，犬糸状虫36.4%，犬鞭虫31.7%，メタ

ゴニムス属吸虫23.3%の如くて、あった。史にえ胴虫，肥

頚条虫はいずれも 6.8%の寄生率を示し，ついて肺吸虫

5.2%，マンソン裂頭条虫 3.6%，血色食道虫 1.6%と

な勺 ，致勺の 3穐仁Tα：en；担金isiformis, Pseudoheteγo抑－

yes co倒的協 ma.joγ，Mesocestoideslitteratuのはいすれ

も 1 例づ~ ( 0.5%）であった。したがって只 1種のみ

の寄生虫によって寄生されている野犬は少く ，他の大部

分の野犬は 2種類以上の寄生虫をもち，総、平均すれば 1

頭の犬につき 2.5種類の寄生虫の割合であった。をれら

の重複寄生の様相と犬年齢との関係をば特に 182頭につ

いて第2表に示した。おのおのの種類の寄生虫が犬に対

Table 2. Relation between the age and the 

number of ca田 sof double infection 

Age of No. of Number of dogs infected with 

dogs dogs 
examd lsp. 2spp. 3spp. 4spp. 5spp. 6spp. 

1 age 43 8 17 16 2 

2 53 11 16 17 6 3 

3 51 7 19 17 5 2 1 

4 26 2 12 9 2 1 

5 3 2 1 

6 4 3 1 

7 1 1 

8 。
9 1 1 

Total 182 29 67 60 18 7 1 
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どを調査し，をれらと寄生虫との関係を検討したが，と

とて、は犬の種類についてのみ記述し，年齢性別などにつ・

いては各寄生虫の種類毎に第 2報以下てのべる。 182旗

の犬は悉く雑犬で，純系は全く居なかった。雑犬を判定

し出来る限り系統別に牙げてみると，日本犬系 6頭，セパ

ード系 5頭，芝犬系 3頭，テリア系，セッタ一系各々 2

頭，ピーグノレ系，ピーングポインタ一系および秋田犬系

が各々 1頭て，他の 161頭は悉く系統不明の雑犬であっ

たO それらと寄生率との関係を各種類の寄生虫毎にが検

定を試みたが，いづれにも有意の差を認めなかった。す

なわち或種の寄生虫が特に或品種の犬に寄生しやすいと

いう様なととは今回の資料から認められなかった。

(1958）〕

する年齢抵抗の様祖が－1慌てないから，総計するとと自

体に困難性はあるが，第2表を通覧すると，概して犬年

齢の進むにしたがって多くの種主瓦の寄生虫を同時に持つ

傾向が認められ，その相関係数は十0.12て、あった。なお

重複寄生の場合の種類の組合せを検討した結果は，犬鈎

虫，瓜実条虫，犬糸状虫などの寄生率の高い種類の組合

せが最も多く，特定の種類の寄生虫同志がお互いに拾抗

的に作用する事は認められなかった。とのととは豊田

(HJ28），古賀（1952）その他多くの報告例と一致してい

た。

上述各種寄生虫の県内における分布状態を第8表に要

約して掲げた。すなわち野犬はそれ程遠隔地に移行しな

昭和 33年 12月
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Geographical distribution of dog parasites in Shizuoka Prefecture Table 3. 

Locality 

3 5 

1 

3 

3 

2 

1 

8 

1 

5 

3 

3 

3 

3 

5 

1 

No. of dogs examined 

T oxocara canis 

Ancywstoma caninu•慨

Tγichuγis℃ulpis 

Dirofilaria immitis 

S＃γvceγcα2α：nguziηolentα 

Pαγα：gonimus westeηnaniz 
Met，α：gonimus spp. 

Pseudoheteγo悼1yesco.械部1uamajoγ 

Tα：enia taeniaefoγ叩 ：is

ταε！nz；αpiszfoγmis 

Mesocestoides litteγαtus 

D争ylidiumcα：ni'num 5 7 3 7 6 4 3 4 2 
Diphy llobothriu悦 W問問onz 11  11  

2 1 

1本

1 

4 

1 

2 2 1 

5 

173頭の野犬については特に剖検と同時にAMSE法

による検便を行ったが，おもなる寄生虫について剖検結

果と検便結果を比較して第4表に掲げた。豊田（1928),

吉川ら（1938）の指摘せる如く，両者の成績は常に一致

せず，虫卵陽性率が解剖結果より高いのが犬蜘虫，犬鞭

虫，肺吸虫，横川吸虫などに見られ，反対の場合が，犬

鈎虫，肥頚条虫などに見られた。然し，些細に検討して

みると，虫卵の疑陰性（虫体＋，虫卵ー〉例を疑陽性（虫

体一，虫卵＋〉例が相殺して最後の結果が近似的であり，

実際に虫体陽性例と虫卵陽性例が一致することが割合に

少い結果が認められた。殊に著しいのはマンソン裂頭条

虫，犬姻虫，犬鞭虫などであった。それらの虫体数など

いと仮定して，各保健所を県の東部から西部に併列した

結果である。各地区毎の解剖犬数が充牙てないので確た

る断定は出来ないが， 2～ 8の認め得た傾向をあげる

と，犬鞭虫は県中部に少し犬糸状虫は伊豆地方に少い

ことが認められた。肺吸虫は既知の流行地たる東部にむ

しろ少く，反対に藤枝，島田，掛川，森，磐田などの県

西部に広く発見されたが，比のととは肺吸虫病対策上重

要なととである。それに比例して横川吸虫も亦県西部に

濃厚に牙布している事が認められた。そのたの寄生虫に

ついては特に著しい傾向が認められなかったが，詳細に

ついては第2報以下にのべる。

182頭の野犬については特に犬の種類，年齢，性別な

( 75 ) 
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Table 4. Comparison between the result of autopsy and that of fecal examination 

(Number of dogs examined is 173) 

No. of positive No. of f~~！%~ Details 
Species of parasite by ai;J＇〕opsy by feca Worm pos. Worm pos. Worm neg. 

〔（%） ova pos. ova neg. ova pos. 

Toxocara canis 12 (6.9) 15 (8.7) 7 5’ 8 

Ancylostoma canz：れ~um 144 (83.2) 130 (75.2) 127 17 3 

Tγichuγis匂ulpiτ 56 (32.4) 

Paragonimus westermanii 8 (4.6) 

Metagonimus spp. 40 (23.1) 

Taenz；αtaeniae formis 13 (7.5) 

Dzjう＇Ylidium caninum 83 (48.0) 

Dt》＇Yllobothrzummansoni 6 (3.5) 

との関係については第 2報以下てのべ，此処て、：ま概略だ

けにと三める。

なほ，各寄生虫の虫体数，性比，寄生部位， 犬の年齢

性別との関係，季節的関係などは総べて第2報以下にの

べる。

考察

静岡県において野犬の寄生虫調査が実施されたのは木

報が最初てあり，しかも総合寄生率が 100%を示したの

も最初てあらう。勿論第1表に示した如く諸家の報告も

90%を前後する結果であり，総じて犬の寄生虫の~延状

況は非常に高いととが窺われる。寄生虫の種類別にみ℃

も県下の野犬は一般に日率のものが多く，特に犬鈎虫，

犬糸状虫などが高率を示している。

他方， H木住血吸虫は，招津，吉原地区が浮山沼を搾

えているので或いは検出てきるものと期待したが遂に認

められなかった。また住民の虫卵倹査では往11,lpに僅少な

がら肝吸虫卵が証明されていたが，今回の Hl2頭の野犬

からは発見されなかった。すなわちとれらの寄生虫は現

在ては非常に稀になっているものと考えられる。それと

は反対に，肺吸虫が意外に広範問に，且つ可成り高率に

検出されたことは注目に価するもので，その予防対策の

急務なるととは明らかであろう。；腎岡県の肺吸虫の分布

に関しては，棒原郡地方の高木（Hl26），狩野川沿岸の高

亀ら (1942），南伊豆地方の横川ら（1957)の諸報告をみ

るのであるが，それらを再確認してさらに話細な牙布調

査が望まれるゆえんてある。

虫卵検査の所見と解剖による所見のくい違いは予想以

上に大きい。虫体が寄生して居ても虫卵が発見できない

原因については今迄にもいろいろな理論的収拠があたえ

られ℃いるが，今回の調査によると，むしろ反対に虫体

70 (40.5) 44 12 26 

10 (5.8) 8 。 2 

51 (29.5) 37 3 14 

4 (2.3) 4 9 。
。 。 83 。
6 (3.5) 1 5 5 

が寄生して居ないにも拘らず虫卵が｜場性になる例が相当

にある。殊に犬姻虫，犬鞭虫，マ ンソン裂頭条虫などが

顕著である。稀には産卵後母虫が死滅消失して，虫卵

のみ残る場合が考えられるが，多くの場合は一過性の虫

卵の混入によるのであろうか。それを長占きする例とし

て，犬の検便の報告例（安藤ら，1926：宮川， 1927：豊

田， 1928）には屡々人畑虫卵，人鞭虫卵なとが記録され

ており，筆者らも人師l虫卵おしくは豚畑虫卵と思われる

ものを 2例（後報参照〉検出している。勿論とれて総べ

て解釈ができるとも思われず，とれに関しては今後の研

究が望まれる。

要約

1, 1956年7月から1957年7月にわたり，！？争岡県下19

ケ所の保健所から合社 192頭の野犬を集めて寄生服虫の

検索を実施した。

2, 192頭の解剖所見によると総合寄生率は 100%に

達し，寄生焔虫の種類は14種に及んだ。また各頭の犬は

平均2.5，最高 6種類のE複寄生をうけていた。

3, 野犬の品種系統と寄生焔虫の聞には特定の関係が

認められなかった。

基． 主なる寄生虫は犬鈎虫，瓜実条虫，犬糸状虫など

であったが，殊に肺吸虫が県西部の方にかなり広汎に認

められた。

5. 173頭の野犬ては特に虫卵検査もあわせて実施し

たが，その所見と解剖所見との差異は注口に価する。

6. 現在迄の我固における野犬調査の主なるものの史

的考察を行った。

( 76 ) 

本研究をなすにあたり，野犬の運搬，解剖などの労を

とられた県衛生部，各保健所の係員の多〈の方々に衷心
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Summary 

Parasitic helminth of 192 dogs in Shizuoka Pre-
fecture was examined by autopsy in the period 
from 1956 to 1957. The general feature of this in-
vestigation with the review of such reports by early 
Japanese investigators was presented in this paper. 
All dogs autopsied were exclusively parasitized with 
one or six species of helminth, which were composed 
of five species of nematodes, four species of trem-
atodes and five species of cestodes. The highest 
infection rate was 84.9% of Ancylostorna caninum, 
which was followed by 45. 7 % of D争•ylidium caninum, 
36.4% of Dziγofiliαγiα im：慨 itis, 31汀ヲ~ of T richuris 
vulpi's, 23.3% of Metagonimus spp., and so on. It 
was noticed that remarkable high infection rate of 
Paragonimus western昭:niiamong the dogs was reveal-
ed. The other few species ¥Yere as ’follow ; Toxocara 
切れis、S争iγocercasa；礼guinolenta,Pseudoheterophyes co・
nt：飢叫相＇ajoγも Taeniatαm也巴formi's,Tiα：enz；αpiszfoγmis, 
Mesocestozdes litteγα：tus, and Diphyllobothrium rnansoni. 
Special comparison between the result of autopsy 
and that of fecal examination was also carried on 
with its brief discussion about 173 dogs. The details 
of each parasites are now in press in the following 
paper of this田 ries.




